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   令和７年度　  小山市立下生井小学校  学校だより 

      第８号 　 ９月１７日発行 

　 　 　 発行者　 櫻木　 万弓

　 ２学期が始まっても、暑い毎日です・・・。 

　 保護者の皆様、地域の皆様には、日頃から、本校の教育活動にご理解とご協力をいただき、感謝

申し上げます。９月に入り、２週間経ちましたが、まだまだ夏のような暑さが続いております。稲刈りの

時期がこんなに気温が高いなんて驚きです。 

　 ９月１１日（木）第２回学校運営協議会を行いました。学校運営協議会は、「学校の応援団」

として地域・関係者９名と校長とで１０名が委員となっています。今回は８名の方にご出席いただき、

忌憚のないご意見をいただきました。また、オブザーバーとして、１名、生井公民館の社会教育指導

員の方にお出でいただき、客観的な視点で協議を見守っていただき、実りのある協議となりました。 

　 文字通り、学校運営について協議する場です。主な話題は、以下のとおりです。 

「下生井小学校の特色とよいところ」については・・・ 

・「卒業生にとっては、心のふるさとのようなところ。」 

・「下生井小だから、できることがあり、育ててもらえることがある。児童の一人　

一人が、全員の前で発表する機会がたくさんあることについても、『下生井小っ

てすごいね。』『下生井小に通いたかったな。』とうらやましがられる。」 

・「下生井小学校は、他と違う学校として、褒めてもらえるし、自慢できる。」 

・「初めから、子どもをここに入学させたいと思っていた。」 

・「他の学校で入学してから、ここに転入生として来るのではなく、ここに入学したいと思ってもら 
  える学校にしたい。」 

・「今は、３４人中半数以上の子どもが学区外から通学しているので、ここの地域だけの下生井小

　 学校ではなく、小山市の下生井小になっている。」 

・「ここを卒業して大人になったが、下生井小に親近感がずっとある。」 

・「子どもが卒業してわかったことは、ここで当たり前のことが、当たり前ではなかった。下生井小

　 ではいろいろなことが学べる。」 

・「他の学年との関わりが多く、社会に出たときに必要な、人間関係づくりを学ぶことができる。」

  「学校の存続」については・・・ 

・「現在、全児童３４人中半数以上が学区外から通学している。見学や体験をして、保護者や児

童　 は、入学や転入を検討するが、入学・転入すると頑張っている。だから必要な学校だと思

う。」 

・「下生井小学校が必要とされていることを、地域にも発信し理解をしてほしい。」 

・「小山市のどこの地域からでも通うことができる。この地域があるから学校が存続できる。この　

学校があるから地域が活性化する。だから、統合せずに残してほしい。」 

・「新聞などの報道機関にもっと取り上げてもらうべき。学校から発信してほしい。本校への理解

　 が広がるから。」 

・「９月から、小山城南小と中小で、放課後の子どもの居場所つくりを始めた。本校も、下校後の

　 児童の居場所を希望する保護者もいることから、市の取り組みが今後進んでいくことと思う。そ

　 うすれば、もっと本校に通うことができる児童が増えるのではないか。」
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　 このようなご意見をいただき、次のことを進めていきます。 

 ①学校の特色を見直し、子どもを信じて、教育を行っていく。 

 ②下生井小学校からよさを各方面に発信する。 

 ③本校のよさを家庭・地域にわかっていただき、本校の存続について一緒に考えていく。

  今後も、ご支援、ご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。 

□９月４日（木）「コウノトリ誕生物語」講話（全校児童） 

　 「コウノトリの舞う小山を目指す会」が主催の講話を、もと小山市長の大久

保様が、子どもたちに「コウノトリ誕生物語」を紙芝居でお話くださいました。

児童の感想です。 

・紙芝居でヒカル君が小山市に飛来してくれたときのことを、初め て知るこ

とができました。これからの総合の学習に生かしていきたいです。 

・私が生まれる前に、コウノトリが貴重だったことがわかりました。  コウノトリを見たら７００㎞飛べること

を思い出したいです。 

　 一人一人に誕生物語の本をいただきましたので、ご家庭でも話題になるといいなと思います。 

□９月５日（金）宿泊学習事前オンライン交流（乙女小と下生井小４年生） 

  ９月１８（木）・１９日（金）に乙女小と下生井小の４年生が合同で宿

泊学習に行きます。場所は、「自然の家みかも」です。２０２４年４月

にオープンした施設で、本校は初めて利用します。オンラインでつ

ないで乙女小学校の４年生と事前の打ち合わせをしました。顔合わ

せと、生活や活動するグループ、係分担などを進めました。学校で

はできない学習ができる、１泊の貴重な体験です。持ち物の準備も

進んでいることと思います。 

□９月１６日（火）田んぼの学校「稲刈り」（全校児童） 

　 ９月１６日に田んぼの学校の稲刈りを実施しました。今年度も、

全校児童が体験しました。実行委員の皆さまと関係者の方々のご

協力のおかげで、楽しい体験ができました。昨年は、天候の影響

があり、お米が高騰しました。今年もその影響は続いているようで

す。生井のお米は美味しいと評判で、ある集まりでは、生井のお

米のおにぎりを売っていて大盛況だったと地域の方にお聞きしま

した。有名な生井のお米です。今回も、たわわに実ったお米を収

穫できたので、早く食べてみたいです。楽しみです。 

※７月３０日（水）職員研修「渡良瀬遊水地と環境」 

  本校職員は、夏休みにコウノトリ交流館で職員研修を行いまし

た。 NPO 法人わたらせ未来基金理事長の青木先生よりご講話

いただきました。日本では湿地面積が６位の渡良瀬遊水地です

が、上位は全て北海道であること、また、東京という大都市から、

６０㎞にある人工湿地であるというめずらしい立地が、世界からも

注目されていることなど教えていただきました。下生井小学校の周辺や渡良瀬遊水地が貴重だとさ

れている理由を知ることができました。本校の職員も、もっと地域を好きになって、これからも子どもた

ちと一緒に学んでいきたいです。 


